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あらまし ディスカッション練習やプレゼンテーション練習といった，協同型の教育活動では，個人での振

り返りの後，小グループやクラス全体で振り返りを行うなど，多段階の振り返りが行われることがある。こ

のような活動では，各段階で複数の学習者が観察結果を効率的，かつ，適切に共有しなければならない。そこ

で，我々は，従来から開発してきた，ビデオアノテーションに基づく教育活動観察支援システム FishWatchr
を拡張する形で，ビデオ・観察結果を多段階の振り返りのグループで共有する手法を開発した。この手法の

特徴は，(a)オンライン会議を含む対面環境での利用を想定していること，(b)共有ファイルサーバを使用す
ることなく，1対 1，1対多で活動データの送受信が可能なこと，(c)複数段階での複数ユーザによる観察・振
り返り結果の統合が可能である点である。本発表では，共有手法の設計と実現した機能について報告する。
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1. はじめに

我々は，大学などの授業で行われる，ディスカッ

ション練習やプレゼンテーション練習といった，協

同型の教育活動の支援手法として，ビデオアノテー

ションに基づく手法について研究・実践してきた

[1][2]。このような活動では，個人での観察・振り
返りの後，小グループやクラス全体で振り返りを

行うといったように，複数の段階で実技の振り返

りを行うことがある。この際，ビデオや観察・振

り返りの結果（以後，活動データ）を各段階で共

有できることが望ましい。

そこで本発表では，対面（オンライン会議を含

む）での活動を前提にした，活動データ共有手法

を提案し，我々が開発してきた教育活動向けの観

察支援支援ツール FishWatchr（以後，FW）1)を拡

張する形で実現する。

この後の節では，次のような多段階の振り返り

を含む活動例を設定して，活動データの共有方法

の設計，実現について述べる。

(1) プレゼンテーション練習などの実技を撮影し
たビデオを教師が受講者に配布し，各受講者

が FWでビデオを観察する
(2) 3～4名程度が観察結果を持ち寄り，グループ
で振り返りを行う

(3) 各グループの振り返り結果をクラス全体で共
有して，教師を含めた振り返りを行う

1) https://csd.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?fw

2. 共有手法の設計

2.1 現状の共有方法の問題点

活動データを共有する方法としては，(a)USBメ
モリなどの物理デバイスを介したデータの受け渡

しや，(b)LMSや商用のオンラインストレージなど
の共有サーバを介したデータ共有が挙げられる。

しかし，授業内での利用にはいくつか問題があ

る。(a)の主な問題としては，活動データの受け渡
しの手間や時間，(b)の主な問題としては，データ
共有サーバの管理コストや段階ごとの共有の設定，

個人情報の保護の問題がある。また，両方の方法

に共通して問題となるのが，活動データの統合で

ある。例えば，前述の活動例の手順 (2)では，各人
の観察結果を互いに見せ合うだけでなく，統合し

て，誰がどのシーンに着目しているか比較できる

ことが望ましい。

2.2 基本的な共有方法

まず，基本的な共有方法として，1対 1で活動
データを送受信する場合を示す。提案手法では，各

ユーザの FW間で活動データを送受信する方法を
用いる。この際，前述の問題点を考慮して，共有

サーバを用いない。

活動データの送受信は，インターネット上の中

継用サーバ (RS)を介して行う。なお，このサーバ
は中継のみを行い，活動データを保存することは

ない。また，接続時の認証も必要としない。活動

データの受け渡しの手順は，次のとおりである。



(1) 送信・受信ユーザが各自の FWで「ユーザ名」
を設定し，互いに確認する。

(2) 送信・受信ユーザが同一の「通信用 ID」を使っ
て，RSに接続する。

(3) 接続相手のユーザ名を確認した後，送信・受
信を実行する。

この方法の利点は，RS接続時の認証処理やアカ
ウント作成が不要なことである。ただし，通信用

IDは RSの全利用者が自由に設定できるため，(3)
で確認のプロセスはあるものの，意図しないユー

ザと接続してしまわないよう，配慮が必要である。

提案手法では，特に学習者が通信用 IDを手軽に
使えるよう，通信用 IDを「セッション名」＋「共
有名」で定義した。セッション名は，グループ外

のユーザとの誤接続を考慮して，教師などの管理

者が作成し，参加者全員が授業の最初などに１度

だけ FWに設定する。共有名は，グループ内での
誤接続が起きないような簡単な決まりを作って設

定する。例えば，小グループ A, B内では，それぞ
れ共有名 ga, gbを使うという規則を決めておく。
2.3 多人数での共有方法

多人数での共有は，「代表者」による「配布」と

「収集」により行う。これらは，それぞれ，代表者

と複数のユーザとの送信・受信を一括して行うも

ので，代表者と個々のユーザ間の送受信は前節の

方法と同一である。

例えば，1節の活動例の手順 (1)では，「代表者」
である教師が受講者全員に活動データを「配布」す

る。一方，手順 (2) ではグループのメンバーが個
別に観察した結果を持ち寄って，振り返りを行う

が，この際，このグループの代表者がメンバーの

活動データを「収集」・統合した上で，メンバー全

員で振り返りを行う。気づきなどの振り返り結果

は代表者が統合結果に追記する。さらに，手順 (3)
では，教師が各グループの代表者から振り返り結

果を「収集」し，統合する。

2.4 活動データの統合

活動データの統合は，二つの場面での利用を想

定している。一つは，複数のユーザから活動デー

タを「収集」する場面である。この場合，基本的

に，全員分のアノテーションを合併することによ

り活動データを統合する。この処理は「収集」後，

FWが自動的に行う。
もう一つの統合は，「収集」を含め，他のユーザ

から受け取った活動データに対して，追加的なア

ノテーションを行う場面である。前述の活動例で

言えば，手順 (2)でグループの代表者がグループで

の振り返り結果を追記する部分に相当する。追加

的なアノテーションは，手順 (3)でのクラス全体で
の振り返りで活用するなど，他のアノテーション

とは区別できたほうが好ましい。そのため提案手

法では，追記するユーザは追記用のユーザ名に変

更した上でアノテーションすることとする。

3. 共有手法の実現

前述のとおり，設計した共有手法は FWを拡張
する形で実現し，一般に公開している。なお，中

継用サーバには，各種デバイス間で HTTP(S)での
データ転送が可能な Piping Server 2) を利用した。

共有のための機能としては，4種類の機能（「送
信」「受信」「配布」「収集」）を実装した。図 1は，
1節の活動例に対して，これらの機能を適用した例
である。
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図 1: 共有機能の適用例

4. おわりに

本稿では，多段階の振り返りにおける活動データ

の共有方法として，インターネットを介して，ユー

ザ間で活動データを送受信する方法を提案し，FW
に送信，受信，配布，収集という四つの機能を拡

張する形で実現した。
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